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Kizu Shoichi
図のタイトルは、PGLAB の第３引数で指定できる。

Kizu Shoichi
線を引くには PGLINE を用いる。ソースコードの      CALL PGLINE(100,XR,YR)の部分である。ちなみに線の種類、色、太さは、それぞれ PGSLS、PGSCI、PGSLW で指定することができる。既定値は黒くて細い実線(この図の線)。 

Kizu Shoichi
この例では、座標軸を PGENV を用いて描いている。PGENV では、目盛りの間隔は勝手に決められるので、ユーザが指定することは出来ない。また、この例では、x=0, y=0 にも軸が描かれている。

Kizu Shoichi
この例では、座標軸を PGENV で描いている。この場合、Y軸の範囲は PGENV の第３，第４引数で指定する。目盛りの間隔は pgplot が勝手に決めるのでユーザは決められない。もし自由に指定したかったら、PGBOX を使う。

one point advice
Ｘ軸のタイトルは、PGLAB の第１引数で指定する。

one point advice
この例では、座標軸を PGENV で描いている。この場合、Ｘ軸の範囲は PGENV の第１、第２引数で指定する。メモリの間隔は pgplot が勝手に決めるのでユーザは決められない。もし自由に指定したかったら PGBOX を使う。

one point advice
Ｙ軸のタイトルは、PGLAB の第２引数で指定する。

advice
この例も、pgex01 と同じく、簡単な XY プロットの例です。ある間隔で y=f(x)=sin(x)/x という関数を計算し、それを線でつないで曲線グラフを描くという内容です。ソースコードは pgex02.f です。黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、各部分に関する簡単な説明を見ることが出来ます。


